
　
頼
春
水
著

　
　
春
水
遣
稿
文
、
詩
、
別
録
（
在
津
紀
事
師
友
鋒
）
附
録

　
浪
華
名
家
墓
所
記

　
旦
叉
た
義
齋
に
關
し
て
は
文
三
士
幸
田
成
友
氏
著
大
阪

市
吏
第
一
霧
に
も
浪
華
名
家
碑
銘
集
、
在
津
一
事
、
師
友

志
、
浪
花
草
等
を
引
用
し
て
唯
だ
左
の
簡
輩
π
る
認
事
を

爲
せ
う
。
「
春
水
及
二
洲
が
飯
岡
義
轟
の
女
を
婁
れ
る
こ

と
、
強
豪
山
陽
が
安
永
九
年
十
二
月
を
以
て
春
水
の
江
一
戸

堀
の
僑
居
に
三
々
の
聾
を
回
し
遷
る
こ
と
を
還
る
べ
か
ら

す
し
（
完
）

再
び
秦
蓬
紀
略
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
搏
士
内
藤
虎
家
郎

　
鑓
に
本
誌
第
一
二
憲
第
三
號
に
於
て
梁
傍
の
秦
擾
紀
幣
に

捨
て
，
聯
か
記
す
所
あ
b
π
れ
ど
も
、
猶
ほ
語
り
て
未
だ

詳
ら
か
な
ら
ざ
る
者
あ
う
、
蓋
し
當
時
未
だ
受
書
に
焦
す

る
県
域
に
鞭
て
、
精
細
な
る
考
査
を
経
る
に
邊
あ
ら
ざ
う

し
を
以
て
、
今
其
の
遽
漏
を
補
ひ
、
且
つ
其
の
誤
謬
を
訂

し
て
再
び
蓮
ぶ
る
所
あ
ら
ん
と
す
。

　
口
書
に
就
て
評
論
せ
る
前
人
の
著
述
中
、
先
づ
第
一
に

謙
坦
四
竃
　
　
　
雑
　
纂
　
　
再
び
秦
淋
…
絶
略
に
就
て

注
意
す
べ
き
は
闘
庫
全
書
総
目
と
す
。
帥
ち
史
部
簸
理
類

蓬
防
の
騰
の
存
目
中
に
、
罫
書
を
載
せ
て
回
数
を
囲
憲
と

し
、
．
直
隷
総
督
の
採
進
本
と
し
、

　
不
著
撰
人
名
氏
り
書
中
首
穏
河
州
條
注
内
証
廼
夷
部
落

　
三
十
有
奇
Q
康
熈
十
四
年
幽
衛
城
一
月
Q
康
熈
二
十
二

　
年
。
叉
犯
衛
地
素
語
○
叉
四
号
近
郷
西
軍
糧
内
載
康
熈

　
二
十
四
年
競
嚢
工
科
爾
坤
十
入
部
由
仁
北
口
入
魏
事
。

第
四
鱒
伽
　
　
　
コ
凱
∴
ん
　
　
　
（
山
ハ
六
九
）



第
呂
州
　
　
耀
纂
　
　
樗
ぴ
暴
淺
紐
略
に
就
て

　
購
慰
書
爲
康
熈
閣
人
爵
作
。

・
と
あ
る
は
、
其
の
憲
数
の
印
本
並
に
搏
妙
本
・
と
合
せ
ざ
る

梵
、
雲
の
春
作
年
代
の
推
定
は
、
瓢
ほ
余
の
見
る
、
税
と
岡

じ
く
、
正
鴇
を
得
た
る
に
近
し
G
又

　
首
載
洌
州
及
西
寧
、
荘
浪
，
劇
毒
、
甘
州
3
粛
弼
、
三
遠
、
寧

　
夏
、
緩
姪
等
無
形
強
要
書
、
次
載
暫
箏
嘉
徳
南
北
擾
墾
。

　
次
載
西
寧
等
等
近
彊
、
殴
略
奪
麹
盤
外
彊
近
彊
酉
夷
蔓
、

　
河
糞
都
落
、
漿
古
題
十
尺
部
落
考
鵬
、
西
絨
土
地
入
物
鯵
Q

と
あ
る
を
見
れ
ば
、
其
の
編
…
寅
の
巌
序
は
、
大
髄
に
煽
て

印
本
に
合
せ
す
し
て
、
爲
本
に
籍
す
る
こ
と
を
見
る
べ
く

印
本
の
鴨
款
は
後
人
の
憲
胤
を
維
陀
る
者
な
る
こ
と
を
臨

じ
得
べ
し
。
但
し
最
後
の
西
域
土
地
人
物
購
を
載
せ
だ
る

こ
と
は
、
言
う
印
本
と
合
し
て
，
必
読
に
合
せ
ざ
る
は
、

四
庫
館
臣
の
見
陀
る
本
も
亦
已
に
梁
扮
の
原
本
に
非
ざ
る

こ
と
を
推
し
得
べ
し
Q

　
其
西
域
滋
里
。
以
…
騨
程
考
之
。
亦
皆
在
窪
瞭
之
閲
Q
蓋
一

　
隠
得
之
傳
聞
。
附
録
憲
末
○
均
義
足
爲
典
要
。

轄
灘
隔
剛
離
伽
　
　
　
一
四
〇
　
　
　
（
轟
ハ
七
〇
）

と
い
ひ
、
莫
の
明
代
海
量
画
せ
る
蕉
文
を
探
録
し
陀
る
者

に
し
て
、
群
星
紀
略
の
著
者
の
手
に
成
ら
ざ
る
こ
と
は
、

四
庫
館
距
も
之
に
思
ひ
及
ば
ざ
参
し
に
似
元
う
。

　
圏
庫
登
蛍
漏
総
欝
に
は
、
そ
の
憲
一
百
八
十
二
胴
集
類
轟
仔

目
に
左
の
扁
項
あ
り
。

嬢
葛
掛
怨
讐
＋
五
憲
簸
鷺

　
　
酬
朝
梁
努
撰
。
静
語
聾
人
。
南
豊
入
。
嘗
學
於
纂
郷
魏

　
　
確
Q
頗
得
業
交
葎
。
是
集
前
十
四
憲
爲
羅
交
G
承
一
懇

　
　
柱
掛
十
二
盤
Q
漫
蓬
雑
録
十
網
係
。

　
さ
れ
ば
今
恐
ら
く
は
供
せ
る
梁
綴
の
文
集
は
贋
庫
館
窪

は
猫
ほ
之
を
見
る
に
及
び
た
れ
ど
も
、
而
か
も
其
の
秦
邊

紀
略
の
讐
濤
だ
る
に
隠
ひ
及
ば
ざ
夢
し
が
如
し
。
是
れ
発

編
の
紅
土
に
在
套
て
、
晃
が
れ
難
き
輔
…
弊
な
ら
。
麹
し
梁

の
敷
面
を
濡
せ
る
岩
は
重
書
メ
・
下
に
引
け
る
王
昆
織
い
交
集

の
萬
季
野
六
十
序
の
み
正
し
き
が
惨
く
麟
．
じ
く
下
に
引
け

る
出
塁
蟻
蜂
の
劉
湘
燵
縛
に
梁
を
以
て
寧
都
入
と
せ
る
は
梁

が
師
繋
駕
等
が
寧
都
の
人
な
る
に
よ
り
て
牽
下
し
て
誤
を



致
せ
る
者
な
る
べ
し
。

　
次
に
品
書
に
注
意
せ
る
は
有
名
な
る
西
域
の
研
究
家
募

る
徐
秘
字
は
星
羅
な
う
。
塁
伯
は
其
の
名
著
西
域
水
滋
詑

憲
三
隠
亡
劇
渾
馬
所
受
水
の
條
下
に
於
て
梁
傍
の
購
睡
量

減
と
し
て
挑
頼
河
に
識
す
る
数
句
を
引
け
る
が
、
其
の
書

名
は
偶
々
劉
礁
荘
の
贋
陽
難
認
に
詔
せ
る
蕊
に
合
せ
う
○

但
し
梁
傍
の
書
に
は
擁
十
河
聖
討
家
河
に
作
り
、
粛
弼
筆

蹟
下
古
城
湶
　
の
睡
中
・
に
在
り
。

　
近
影
に
及
ん
で
、
纏
釜
孫
字
は
彼
珊
は
其
の
藝
風
証
文

藥
憲
七
に
於
て
、
秦
邊
紀
勢
殴
鯉
鶯
…
を
載
せ
、
暇
庫
高
書

総
欝
嬉
章
實
齋
撰
劉
湘
燵
傳
，
劉
磯
蕪
廣
陽
雑
三
等
を
引

き
て
、
考
詮
頗
る
精
し
く
、
余
が
此
の
補
認
も
、
謬
民
に
負

ふ
贋
多
し
。
．
其
後
余
ば
猟
章
實
緊
密
集
未
刊
全
稿
を
得
て

蝋
ハ
の
撰
す
る
所
・
劉
湘
燈
傳
を
護
む
こ
と
を
馬
鞭
り
○
訳
出
は

嚢
に
秦
遜
紀
賂
の
著
著
が
梁
轡
な
る
二
と
を
鐙
せ
ん
が
爲

に
、
郡
潜
三
摯
を
引
き
而
か
も
郷
潜
紀
聞
が
多
く
益
人
の

薯
者
を
鋤
録
し
π
る
を
以
て
、
既
贋
も
何
か
擦
る
尻
あ
ら

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
霧
ぴ
簗
蓬
紐
略
に
就
て

ん
と
云
ひ
し
が
、
謬
氏
の
引
け
る
断
並
び
に
余
が
理
回
せ

る
、
所
に
よ
り
て
、
其
の
章
實
齋
の
劉
雛
縫
縛
よ
参
出
で
た

る
こ
と
を
知
る
こ
と
を
褐
、
夕
曇
燈
が
著
は
せ
る
秦
漫
紀

略
異
ハ
同
孜
は
ふ
ハ
憲
の
書
一
な
る
こ
・
と
を
b
知
る
こ
・
と
“
ぜ
得
た
り

本
章
蜜
齋
の
劉
湘
鷲
傳
ほ
灘
め
て
詳
漣
な
る
考
に
し
で
．
、
前
に
誕
ぜ
る
六
書

世
距
説
串
の
暦
法
が
野
並
灌
の
著
に
か
叉
る
こ
と
か
明
記
L
余
が
温
き
に
明

礁
難
釜
撮
謙
譲
硅
躍
如
は
秦
邊
紀
堅
印
本
に
二

種
あ
る
こ
と
を
言
へ
・
り
〇
一
は
郎
ち
余
が
已
に
見
た
る
本

に
し
て
、
呉
綿
修
が
購
治
壬
申
の
歳
に
菱
徽
布
漉
使
だ
う

し
臨
に
刊
行
せ
し
者
○
他
の
一
種
は
暴
人
王
文
濃
が
定
州

に
刊
せ
し
嚢
に
し
て
、
購
書
の
著
煮
を
麗
質
の
李
培
と
せ

し
は
．
難
儀
修
が
以
て
乾
隆
の
時
の
人
と
せ
し
と
共
に
談

れ
り
と
せ
り
。

　
余
は
又
艶
態
宇
ば
箆
縄
の
居
堂
堂
交
集
を
譲
み
．
其
中

に
敵
背
に
愛
す
る
濤
翠
陰
あ
る
を
見
贈
り
。
王
源
は
顔
元

鷲
の
門
入
に
し
て
、
叉
妊
ん
で
兵
を
談
じ
馨
一
種
異
様

の
忍
者
綴
る
こ
と
、
劉
縫
荘
等
と
相
類
せ
り
○
さ
れ
ば
梁

扮
と
も
炎
り
蓬
っ
て
厚
か
わ
し
が
甚
し
。
離
業
堂
集
憲
六

第
四
癬
訓
　
　
　
一
四
一
　
　
　
（
六
七
一
）

亭



第
四
巻
　
雑
　
纂
　
　
再
び
豪
擾
紀
略
に
就
て

に
輿
梅
綱
長
書
あ
b
て
其
中
に
、

　
源
於
六
月
抵
機
物
。
細
訪
江
函
人
文
G
大
不
鄙
野
蒔
Q
盲

　
易
堂
諸
君
子
妓
。
湯
婆
捲
画
帖
水
諸
先
生
。
相
繊
謝
世
Q

　
後
導
者
峯
多
浮
沈
。
濁
藥
静
子
。
梁
質
物
古
文
。
可
爾
後

　
勤
。

と
あ
り
。
易
堂
諸
子
と
は
即
ち
下
に
畠
せ
る
魏
彰
諸
人
を

い
へ
る
な
り
。
環
憲
十
三
に
梁
漁
人
文
集
序
あ
り
其
中
に

　
梁
子
質
人
受
業
繋
魑
庵
魏
叔
予
雨
先
生
門
Q
雨
先
生
倶

　
負
経
世
學
。
弗
獲
用
。
而
叔
子
先
生
期
以
文
章
顯
Q
質
人

　
僕
攣
強
毅
。
嘗
隻
身
走
数
警
語
。
欲
級
爾
先
生
志
。
葡
…
其

　
文
則
一
法
魏
先
生
。
（
中
肉
）
懲
罰
翼
質
人
騰
落
拓
京
師
Q

　
窮
且
老
依
人
。
故
老
凋
喪
已
瀧
。
行
止
拝
漕
無
二
三
Q
帳

　
帳
然
白
頭
相
鋼
。
挽
仰
一
無
可
爲
Q
世
情
攣
銀
飯
奇
Q
非

　
狩
人
乱
暴
。
隣
隠
握
手
悲
激
泣
下
。
爲
文
章
呼
愴
天
地
Q

　
或
痛
飲
酒
Q
伽
慨
笑
罵
古
今
。
相
娯
樂
。
而
質
人
之
文
。
猛

　
復
沈
罐
舷
燃
◎
頻
千
金
継
継
○
川
谷
濡
事
。
因
禺
其
生
平

　
之
文
。
使
予
序
◎
予
麻
薬
質
入
語
歴
深
層
◎
燕
趙
秦
晋
災

第
四
一
號
　
　
　
一
㎞
幽
静
　
　
　
（
六
七
二
V

　
楚
齊
魏
之
嘘
。
西
盤
武
威
張
捷
。
南
極
漢
欝
。
蓬
之
所
及

栴
者
廣
夷
。
山
川
形
勢
◎
近
代
興
醒
成
敗
。
荒
滋
藤
事
G
得
諸

　
見
聞
溝
多
難
（
中
略
）
故
莫
爲
文
。
莫
不
足
薫
別
是
非
。
爾

　
幽
隙
。
維
世
涯
。
斯
交
懸
緒
認
識
墜
。
其
在
是
漱
。

等
の
句
あ
り
て
、
極
め
て
、
其
丈
を
辮
揚
せ
り
。
叉
懇
十
ふ
ハ

萬
」
季
野
鼠
二
十
序
に

　
｛
尚
十
…
萬
露
牢
野
四
漸
人
。
客
山
寒
中
「
o
・
威
山
ハ
」
T
o
時
丁
丑
春
距
月
。

　
（
中
堅
）
予
與
南
豊
梁
質
人
、
嘉
禾
姦
商
志
、
獅
安
榮
豫
庵
，

　
、
黄
白
先
、
察
膿
醗
、
漢
水
楊
束
里
、
輻
清
許
不
棄
、
黄
叔

　
威
、
瀬
瀬
戴
田
翁
、
孫
幼
服
、
露
悪
鑓
亮
功
、
下
相
徐
壇
焚

　
共
概
酒
。
商
子
爲
萬
子
牛
。

と
あ
れ
ば
丁
丑
即
ち
康
熈
三
十
ふ
ハ
牟
．
頃
に
於
け
る
、
梁
傍

が
此
山
鵯
に
於
け
る
山
留
游
難
…
態
を
斑
川
る
べ
く
、
煎
裾
野
野
は
郎
W

ち
萬
斯
購
に
し
て
、
清
初
の
吏
學
大
家
な
ら
。
叉
憲
十
九

に
は
十
三
陵
瀬
上
ゼ
ニ
鷲
あ
う
○
翼
　
中
に

　
歳
癸
来
、
欝
積
梁
傍
蟹
新
姜
黄
田
瑚
。
徒
歩
往
謁
。
（
十
三

　
陵
）
傍
爲
圃
寵
Q
矯
瑚
歩
趣
形
勢
b
規
鋼
遠
近
。
吉
麟
無
不



　
載
。
又
滲
考
君
長
諸
陵
建
立
始
末
。
悉
正
甫
松
煙
水
東
疑

　
認
諸
書
之
譲
○

癸
未
は
康
熈
四
十
二
年
に
し
て
、
寧
歳
予
選
は
十
三
陵
華

華
の
盛
丁
の
る
重
な
れ
ば
、
其
の
老
健
な
る
こ
乏
知
る
べ
く

奨
の
睡
余
の
志
は
電
顕
武
等
と
岡
じ
く
明
靭
を
慕
ふ
の
絵

に
出
で
セ
る
者
に
し
て
、
慰
書
が
第
六
次
の
謁
陵
を
爲
し

だ
る
康
熈
十
山
ハ
年
よ
り
盗
る
メ
こ
と
二
十
六
年
遮
れ
ば
、

常
蒔
志
士
の
氣
風
翁
ほ
此
の
如
き
者
あ
る
を
見
る
べ
し
Q

然
る
に
此
の
文
中
に
叉
、

　
甚
平
二
月
二
十
三
H
壬
子
源
借
扮
子
等
中
瓶
昌
平
、
、
癸

　
丑
雇
役
搬
嚢
。
歩
登
天
壽
。

と
あ
り
○
是
れ
康
熈
四
十
五
年
の
事
に
し
て
、
此
の
記
事

に
よ
う
て
、
扮
が
子
に
文
中
と
い
へ
る
者
あ
る
こ
と
を
知

る
と
共
に
、
此
時
王
源
の
謁
陵
に
梁
扮
の
僧
に
せ
ざ
る
を

見
れ
ば
、
其
の
存
亡
巳
に
知
る
べ
か
ら
す
。
是
れ
梁
綴
が

事
歴
の
身
震
に
見
え
把
る
最
後
の
者
な
れ
ば
、
其
の
没
年

も
概
推
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

第
四
魯
　
雑
纂
　
　
再
び
腿
淺
組
略
に
就
て

梁
扮
と
共
に
謁
陵
の
塁
を
爲
し
だ
る
黄
臼
珊
は
、
蓋
し
劉

繊
蕪
の
門
人
黄
宗
夏
な
る
べ
し
。
居
業
築
紫
憲
十
六
に
黄

隔
復
庵
隠
構
但
山
ハ
ふ
一
序
あ
・
9
0

　
黄
復
｛
庵
隠
君
以
．
癸
未
登
山
ハ
・
†
Q
嚢
子
心
添
夏
禦
曜
予
・
文
爲
之

　
壽
○
（
中
略
）
霧
雨
安
人
○
家
於
興
O
へ
中
略
）
串
寅
蓮
藩
歌

　
精
忠
興
、
君
輿
添
有
薔
∪
爲
仇
家
質
Q
書
斎
下
帯
有
四
年
。

　
乃
家
子
十
三
手
量
釜
燵
Q
（
中
略
）
宗
夏
爲
予
友
劉
畿
荘

　
先
生
高
弟
◎
既
叉
講
軌
賛
於
予
○

と
め
れ
、
ば
黄
宗
夏
の
父
も
亦
明
末
遽
民
の
扁
人
に
し
て
、

劉
縫
帯
、
王
昆
縄
、
梁
質
人
等
・
と
溺
臭
甘
め
人
照
る
べ
く

臓
て
黄
宗
夏
も
、
此
等
先
輩
に
一
薫
淘
せ
ら
れ
だ
る
な
ら
ん

劉
湘
燦
が
著
蓮
B
鍛
に
與
黄
宗
夏
論
欝
蝶
苗
張
形
勢
機
宜

書
あ
転
。
そ
の
自
註
に
聖
典
幕
勢
西
横
提
署
五
次
質
問
と

め
り
Q
宗
夏
の
事
歴
、
並
び
に
劉
睡
郷
と
宗
夏
と
も
交
友

セ
リ
し
こ
と
を
窺
ひ
知
る
に
足
る
。
凡
そ
此
等
の
事
賓
は

皆
梁
傍
が
著
書
の
事
情
を
緯
ぬ
る
に
於
…
て
、
登
明
す
る
灰

あ
る
べ
き
漕
な
り
。

・
鋸
四
二
　
　
　
一
四
廿
一
　
　
　
（
轟
ハ
七
一
二
）


